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チャンスに満ちた世界を切り開く 

3

 仮想化、マイクロサービス、ハイパーオートメーションといった先
進的テクノロジーは、コアからエッジに至る通信ネットワークの能
力を再定義しています。

 スマートシティ：駐車場センサー
や、限られた埋立地の使用を減らす
高度な廃棄物管理システムなど、地
方自治体はスマートシティ機能を実
用化しています。

1   Harvard Business Review Analytic Services (Red Hat 後援)、「通信サービスプロバイダーとオープンソース・ネットワーキングの台頭」
2022 年にアクセス。

 コネクテッドカー：サービスプロバ
イダーは、オープンソース・テクノロ
ジーを使用して、自動配送車向けの 
5G やエッジコンピューティングを強
化しています。こういった車両により、
ガソリンで動く配送車による排出ガ
スがなくなるうえ、配送にかかる時間
が改善します。

 高度な製造プラント：5G やマルチ
アクセス・エッジコンピューティング 
(MEC) により、組立ラインやマテリ
アルハンドリングなどのロボット間の
レイテンシーがほぼなくなり、次世代
の製造業が強化されます。1

 これらのテクノロジーは、業務やビジネスの効率化、スピード、アジリティ、競争
力の向上などにおいて、新しい世代の到来を告げています。 

 特に 5G やエッジ・テクノロジーの進歩によりインフラストラクチャが発展を遂
げ、それにより通信サービスプロバイダーは 21 世紀以降のあらゆる産業の変革を
支える存在となりました。 

 農業からヘルスケア、小売業、高度製造業に至るまで、企業はコストを削減しながら顧客体験を向上させるための新しい
サービスやソリューションを提供しています。 

 このようなテクノロジーは既存の問題を解決するだけではありません。サービスを差別化し、ネットワーク投資に対するリ
ターンを加速させ、これまで考えられなかったような方法でイノベーションを起こす新たな機会も生み出しています。以下の例
をご覧ください。

5G とエッジ・テクノロジーによるチャンス

https://www.redhat.com/ja/resources/hbr-csp-and-open-source-networking-analyst-material
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 Red Hat は、世界中のサービスプロバイダーと共に仕事をした経験を通して、こ
の進化し続ける環境下で成功するためには以下のことが必要だと気づきました。

 プライベートおよびパブリッククラウド・コンピューティング・プロバイ
ダー間で、安全かつ一貫したエクスペリエンスおよび柔軟性と可搬性を提
供するマルチクラウド・アーキテクチャを採用する。

 クラウドエコノミクスを最大限に活用するために、新しいテクノロ
ジーやアプリケーションでクラウドネイティブの開発およびデプロイ手
法を優先する。

 オープンソースの開発モデルと文化を取り入れ、イノベーションのス
ピードを上げ、大規模なパートナーエコシステムの潜在能力を最大限に
発揮する。

 ほぼすべての業界でクラウド化が進んでいますが、すべての通信サービスプロ
バイダーもそうであるとは言い難い状況です。通信企業のニーズには、各社の要
件に合わせたクラウド戦略が必要です。まずは何が利用可能かを把握し、マルチ
クラウドへのオープンなアプローチがいかに顧客の期待に応え、継続的なイノ
ベーションを実現するための土台となるかを理解することから始めるとよいで
しょう。

新たな環境で成功するために



52   Stephanie Condon、「From software developer to CEO: Red Hat’s Matt Hicks on his journey to the top」（ソフトウェア開発者からCEOへ：
Red Hat の Matt Hicks が語るトップへの道のり）、ZDNet、2022 年 8 月 4 日

 オープン・ハイブリッドクラウドを採用することで、プロバイダーは要求の厳し
い業務に必要な最高レベルの観測性、制御性、フォールトトレランス、可用性を確
保しながら、さまざまなパブリッククラウドの機能を活用し、経済性のメリットを
得ることができます。 

 最初に検討すべきは、オンプレミスのデータセンターからクラウドへワークロー
ドを移行することです。標準的なインフラストラクチャ・プラットフォームをお持ち
の場合、プライベートクラウド、パブリッククラウド、ハイブリッドクラウドのどれ
を選択しても、それに長期的にコミットする必要はありません。Red Hat のお客
様は、Red Hat® OpenShift® を使用して、オンプレミス、パブリック、プライベー
ト、ハイブリッドクラウドを問わず、一貫した方法でワークロードをデプロイおよ
び管理しています。これは、開発していずれかのクラウドプロバイダーでデプロイ
したクラウドネイティブ・ソリューションを、後で必要に応じて別のクラウドプロバ
イダーに移行できるということです。

マルチクラウド戦略の計画を始める準備ができましたか？  

 「デジタルサービスプロバイダーの 6 つの必須事項：ハイブリッド、マル
チクラウド戦略からより多くの成果を得るには」チェックリストをダウン
ロード

「私たちは今、オープンソース
の可能性、オープン・ハイブ
リッドクラウドの可能性、そし
てソフトウェア・イノベーショ
ンの交差点におり、これにより
毎日刺激を感じています。」2

Red Hat 社長兼 CEO Matt Hicks 
(マット・ヒックス) 

 マルチクラウドアプローチにより、制限のあるネットワーク機能
や重要なアプリケーションを、プライベートクラウドの境界を越え
て実行できるようになります。

一貫したクラウド・エクスペリエンスを提供する

https://www.zdnet.com/article/from-software-developer-to-ceo-red-hats-matt-hicks-on-his-journey-to-the-top/
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift
https://www.redhat.com/ja/resources/6-digital-service-provider-musts-checklist
https://www.redhat.com/ja/resources/6-digital-service-provider-musts-checklist
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クラウドネイティブでアジリティを高める 

 クラウドネイティブ・アプリケーション開発は、クラウド・コンピューティングの
ために設計されたテクニックとテクノロジーに基づいてアプリケーションを構
築、実行、改良するアプローチです。つまりクラウドネイティブ・アプリケーショ
ン開発とは、自社とパートナーが新規アプリケーションの構築を迅速化し、既存
アプリケーションを最適化して、すべてをつなげる手段です。その目標は、ユー
ザーが求めるアプリケーションやネットワークを、ビジネスが要求するペースで
提供することです。 

 1 つ気を付けるべき重要なポイントは、レガシー・アプリケーション (特にオペ
レーション、ビジネスサポートシステム、IT システム内) には膨大な技術的負債
が存在する可能性があることです。すべてのアプリケーションをクラウド環境に
移行できるわけではありませんし、そうする必要もありません。クラウドネイティ
ブ開発戦略が成功すれば、レガシーシステムを強化・統合でき、顧客のために新
しいアプリケーションやサービスを導入できます。

クラウドネイティブ・アプ
リケーションの詳細を知る

単なる仮想化を超えて

 クラウドネイティブ開発では、従来
の仮想マシン (VM) の代わりにコンテ
ナを使用します。Red Hat OpenShift 

Container Platform のようなツール
を使用することで、開発者はアプリ
ケーションとそのランタイム環境を隔
離された環境にまとめてパッケージ化
することができます。コンテナ方式に
より、アプリケーションを、すべての機
能を維持したまま開発環境、テスト環
境、本番環境の間で容易に移行するこ
とができます。

 クラウドネイティブ開発を使うメ
リットとは？

コスト削減

市場投入時間の短縮

クラウドアジリティの向上

より多くの人材の確保

https://www.redhat.com/ja/topics/cloud-native-apps
https://www.redhat.com/ja/topics/cloud-native-apps
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift
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クラウドネイティブ・インフラストラクチャへの移行に伴う課題を克服する

 Red Hat の「エンタープライズ向け
オープンソースの現状」レポートによる
と、社内のスキルギャップがデジタル・
トランスフォーメーションの大きな障
害となっている状況は変わっていませ
ん3。強力なパートナーエコシステムに
アクセスできれば、スタッフや開発リ
ソースを迅速に増強して、先進的なク
ラウドネイティブのメリットを得ること
ができます。

 調査対象となった IT リーダーは、コ
ンテナ導入の最大の障害として以下を
挙げています。 

オープンでアジャイルな文化を取り入れる：Telco (テレコム企業) から Techco (テクノロジー企業) へ

 通信業界のリーダーたちは、成功し
ているテクノロジー企業が採用してい
る手法を取り入れることで、ビジネスを
変革しています。しかし、Telco (テレコ
ム企業) から Techco (テクノロジー企
業) へと移行するには、単に新しいテク
ノロジーを使うだけでは不十分で、考
え方の転換が必要です。アジャイルな
プロセスを採用し、自動化を進め、より
迅速なサービス提供に適した文化へと
進化させることが必要です。 

 オープンソース・コミュニティとその
膨大なパートナーエコシステムは、従
来のネットワークやサービスの構築方
法に比べて、サービスをより迅速に作

3   Red Hat レポート、「エンタープライズ向けオープンソースの現状：Red Hat レポート」2022 年 2 月 22 日。
2022 年 10 月にアクセス。

 通信サービス事業者は、Red Hat の
オープンソースアプローチによるクラウ
ドネイティブ開発を利用して、OSS や 

BSS のワークロードのモダナイズや無
線アクセスネットワーク (RAN) 用のコ
ンテナ構築などを行っています。

 Red Hat は、サービスプロバイダーが
このような先進的な環境で業務を行え
るようにするためのトレーニングパスを
提供しています。具体的なコースや選択
肢については、通信業界向けの  Red 

Hat トレーニングと認定コースカタログ
をご覧ください。

43%

39%

33%

29%

必要なスキルがない

適切な開発スタッフ
やリソースがない

コンテナ化するアプ
リケーションがない

時間がない3

成・変更するための豊富なコンポーネ
ントを提供しています。 

 ハイブリッドクラウド・アーキテク
チャのソリューションを開発する場合、
エンタープライズ向けのオープンソース
ツールやテクノロジー (コミュニティか
ら無料で入手できるものではなく、ベ
ンダーが提供しサポートするもの) を
使用することが特に重要です。システ
ム間を移動する機密データを保護する
ため、パブリッククラウドとプライベー
トクラウドには強固なセキュリティ対
策を講じる必要があります。Red Hat 

は、相互運用性を確保するために複数
のパートナーのソリューション構成や

組み合わせを吟味し、テストすること
で、サービスプロバイダーを支援してい
ます。

https://www.redhat.com/ja/resources/state-of-enterprise-open-source-report-2022
https://www.redhat.com/ja/resources/state-of-enterprise-open-source-report-2022
https://www.redhat.com/ja/resources/state-of-enterprise-open-source-report-2022
https://www.redhat.com/rhdc/managed-files/ve-training-and-certification-telco-ebook-f31777-202209-en.pdf
https://www.redhat.com/rhdc/managed-files/ve-training-and-certification-telco-ebook-f31777-202209-en.pdf
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コアからエッジへ：オープン
ソースと通信イノベーション

 エッジコンピューティング、5G、人
工知能と機械学習 (AI/ML) という単
語は単なる流行語ではありません。こ
れらは、今まさに使われているテクノ
ロジーであり、これまで考えられな
かったようなイノベーションを生み出
しています。 

 5G がよく話題になりますが、これは
ソリューションの一部にすぎません。
5G の高速かつ低遅延な接続と、マル
チアクセスエッジおよびクラウドネイ
ティブ・アプリケーションを組み合わ
せることで、コンピューティングのあり
方が変わり、自動運転車から医療提

供まであらゆる分野に変革が起きてい
ます。マルチクラウド・アーキテクチャ
と強力なパートナーエコシステムによ
るオープンソースツールを活用して、よ
り迅速かつ低コストで、よりセキュリ
ティに重点を置いたソリューションを
提供できるようになります。

 サービスプロバイダーがこれらの技
術やオープンソース手法を利用してソ
リューションを提供し、ネットワーク
を収益化できるようにするために、
Red Hat がどのように支援しているか
をご紹介します。

プライベートクラウド

マルチクラウド

エコシステム

プライベート 5G

エッジ

OSS/BSS

5G コア自動化

クラウドサービス

RAN

https://www.redhat.com/ja/resources/innovate-for-digital-success-telco-e-book
https://www.redhat.com/ja/resources/innovate-for-digital-success-telco-e-book
https://www.redhat.com/ja/resources/innovate-for-digital-success-telco-e-book
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 ネットワークは世代が進むごとによ
り高速で大容量になりました。そして 

5G ネットワークは、顧客に喜んでもら
えて新たな収益源を生み出せる、革新
的なソリューションを構築するチャン
スももたらします。

 このような新しい 5G ソリューショ
ンにはネットワーク変革が必要です。
また、それをオープンなクラウドネイ
ティブ・テクノロジーで行えれば理想
的です。多様なサービスの提供を自動
化するためには、クラウドネイティブ
でオープンな分散型インフラストラク
チャを備えた分散アーキテクチャで
無線アクセスネットワーク (RAN) と
コアネットワークを構築する必要があ
ります。

ともに未来を構築する
 5G アプリケーション開発の加速を
目指すサービスプロバイダーにとっ
て、強力で堅牢なパートナーエコシス
テムの重要性はますます高まっていま
す。Red Hat は、5G ネットワーク機
能からマルチエッジ・アーキテクチャ
に至るまで、独立系ソフトウェアベン

ダー (ISV) とのパートナーシップによ
り世界中のサービスプロバイダーを支
援しています。 

 Red Hat はパートナーソリューショ
ンの継続的な検証、事前統合された
複数ベンダーの 5G コンポーネントを
デプロイするのに役立つブループリン
トとリファレンスアーキテクチャの開
発、デプロイメントの単純化によるリ
スクの低減を行っています。

 5G により、次のようなことが可能
になります。

5G 革命はこれからが本番

主要なサービスプロバイダーとそのテクノロジーパートナーが、5G のデ
プロイ戦略、課題、およびインサイトについて語ります。 

 Open5G 2022 通信企業向けバーチャルイベントをオンデマンドで見る

 自治体が市民にとって
より安全な街づくりをする
ことを支援する

 サプライチェーンの効
率化とセキュリティを向上
させる

 メディア、エンターテイ
メント、スポーツの消費者
に新しい体験を提供する

5G とエッジコンピューティング
 処理能力とネットワーク機能をネッ
トワークエッジに近い位置に配置す
ることで、アプリケーションのパ
フォーマンスを向上させ、帯域幅の消
費量とコストを削減し、差別化され
た低レイテンシーの新サービスを作
成することができます。そうした、仮
想現実や拡張現実、リアルタイム・マ
ルチプレイヤーゲーム、自動運転車や
コネクテッドカー、ドローン、遠隔医
療、ロボット生産ライン、インダスト
リー 4.0 などといったサービスには、
リアルタイム・データ・ストリーミング
が要求されます。

 5G とエッジコンピューティングを
組み合わせることで、ユーザーエクス
ペリエンスを改善し、柔軟性、アジリ
ティ、レジリエンシーを高めたネット
ワークを通じて帯域幅の消費量が多
いアプリケーションをサポートできま
す。R AN をクラウドネイティブなソ
リューションに移行することで、サー
ビスを迅速に拡張し、このような進化
する需要に対応することができます。 

 MEC の機能を追加し、エンドユー
ザーの近くでデータを処理すること
で、レイテンシーの影響を受けやすい
革新的なサービスやアプリケーション
を提供することが可能になります。
MEC は変化し続ける競争環境の中
で、顧客にリアルタイムな体験を提供
します。

https://www.redhat.com/ja/events/open5g
https://www.redhat.com/ja/resources/telus-unlocks-5g-mobile-edge-case-study
https://www.sdxcentral.com/articles/news/red-hat-strengthens-security-from-supply-chain-to-edge/2022/05/
https://www.sdxcentral.com/articles/news/red-hat-strengthens-security-from-supply-chain-to-edge/2022/05/
https://www.redhat.com/architect/5g-core-observability-edge
https://www.redhat.com/architect/5g-core-observability-edge
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 ビジネスや顧客に価値を提供する
エッジアプリケーションが求められて
います。エッジアプリケーションは、製
造業、自動車、エネルギー、公共事
業、金融、ヘルスケア、小売、政府など
の業務改革、効率化、新たな収益機
会の創出を支援しています。

Red Hat のオープン・ハイブ
リッドクラウド・ソリューショ
ンは、デジタルサービスプロ
バイダーがエッジで成功を収
めるのに役立ちます。

 プライベート 5G とエッジコ
ンピューティングのビジネス
ユースケースを読む

 エッジコンピューティングと 

Red Hat の支援方法について
詳しく読む

エッジのビジネス価値 

 5G コアサービスとオープン (または
仮想) RAN を統合すれば、MEC によ
るマルチテナントであるかプライベート
エッジの展開であるかにかかわらず、
インフラストラクチャの同じポイント
からエッジコンピューティングを提供
できます。 

OSS、BSS、IT を未来に備える

 従来の IT、運用サポートシステム (OSS)、ビジネスサポートシステム (BSS) は、
5G やエッジ、AI などの新しいテクノロジーを最大限に活用するために必要なアジ
リティを提供していないことが多くあります。このようなサポートがなければ、サー
ビスプロバイダーは新しいビジネスチャンスの収益化で悩まされることになるかも
しれません。

 変革には、従来の OSS や BSS にクラウドネイティブの機能を追加したり、リ
ファクタリングしたりすることが必要になります。しかし、通信インテリジェンス調
査では、32% の回答者が、新しいサービスを開発およびデプロイするにあたり、複
雑さと時間を管理するために必要な社内リソースがないと回答しています。4

 クラウドネイティブ・トランスフォーメーションを加速させるには、適切なオープ
ンソースとパートナーソリューションが欠かせません。プライベートクラウドおよび
パブリッククラウド環境で一貫したエクスペリエンスを提供する統合アプリケー
ション・プラットフォームが必要です。Red Hat OpenShift にワークロードをデプ
ロイすれば、ビジネス要件の変化に応じてワークロードを別のクラウド環境に移
動したり、オンプレミスに戻したりする柔軟性が生まれます。 

 アプリケーションシステムをクラウ
ドネイティブに進化させることで、以下
のことを実現できるようになります。 

 より迅速に新しいサービ
スに対応する

 顧客へのサービスを正
確、迅速かつ効率的にプロ
ビジョニングする

 顧客にサービスのパ
フォーマンスに関する情報
をタイムリーに提供する

 新しいサービスの継続運
用のスピードとコストを最適
化する

 開発作業の重複を避けるこ
とで、技術的負債を軽減する5

4   「Reaping the full potential of 5G」、通信インテリジェンス (Red Hat 後援)、2022 年 7 月。
5   Mark H. Mortensen、「先進的な OSS と BSS に適したコンテナ・プラットフォーム」、ACG Research (Red Hat 後援)、

2022 年 8 月 18 日にアクセス。

https://www.redhat.com/ja/blog/private-5g-edge-computing-business-use-cases-and-red-hat-solutions?channel=blog/channel/edge-computing
https://www.redhat.com/ja/blog/private-5g-edge-computing-business-use-cases-and-red-hat-solutions?channel=blog/channel/edge-computing
https://www.redhat.com/ja/blog/private-5g-edge-computing-business-use-cases-and-red-hat-solutions?channel=blog/channel/edge-computing
https://www.redhat.com/ja/topics/edge-computing/why-choose-red-hat-edge-computing
https://www.redhat.com/ja/topics/edge-computing/why-choose-red-hat-edge-computing
https://www.redhat.com/ja/topics/edge-computing/why-choose-red-hat-edge-computing
https://telecoms.com/intelligence/reaping-the-full-potential-of-5g/
https://www.redhat.com/ja/resources/the-right-container-platform-for-oss-bss-whitepaper


116   Red Hat e ブック「OSS/BSS がビジネスの拡大をサポートする世界とは」2021 年 1 月 14 日、2022 年 12 月にアクセス

クラウドネイティブになるメリット
 クラウドネイティブの OSS と BSS は、必要なときに必要な場所で必要なリ
ソースをオンデマンドでデプロイおよび拡張できる柔軟性を備えています。例え
ば、AI 機能への要求は予測しにくいため、パブリッククラウドで運用した方が経
済的です。一方でより厳しいサービスレベルが求められる OSS 関連機能は、プラ
イベートクラウドやテレコクラウドで運用できます。

「以前は Web サイトの需要
がピークに達すると新しい
ハードウェアを用意する必
要があり、手間と時間がか
かるうえ、問題が発生するこ
ともありました。Red Hat 

OpenShift を活用すれば、
インスタンス数を 1 ステップ
で、あるいは自動で増やし、
ピーク時の負荷に対応する
ことができます。」

Proximus アプリケーション・サー
ビス担当チームリーダー Nicolas 
Kaczmarek 氏

事例を読む  

 Proximus Group、Red Hat でネットワークを仮想化してコスト削減を実現

 次のケースはクラウドネイティブの OSS と BSS が開発者の生産性を向上さ
せ、リソースを節約した一例です。ベルギー最大のサービスプロバイダーである 

Proximus は、Red Hat OpenShift と Red Hat OpenStack® Platform を使用し
て、モノリシック・アプリケーションをより簡単に、反復的に更新できるマイクロ
サービスに変換しました。Red Hat OpenStack Platform で Red Hat OpenShift 

を使用し、コンテナベースのマイクロサービスを大規模にデプロイして実行するこ
とで、開発者の生産性が向上し、Proximus は月々のインフラストラクチャ設定と
メンテナンスコストを削減できるようになりました。

 サービスプロバイダーは、クラウドネイティブの OSS や BSS ツー
ルを使ってビジネスを活性化させています。Red Hat はサービスプロ
バイダーが以下のことを実現するための支援を行っています。

ネットワーク効率の向上 ダウンタイムの短縮

運用コストの低減 顧客満足度の向上

新しいビジネスと市場機会の実現6

https://www.redhat.com/ja/resources/oss-bss-telco-use-cases-ebook
https://www.redhat.com/ja/resources/proximus-group-case-study
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 Türk Telekom が Red Hat 

OpenShift を使用して、機能
の市場投入時間を数日から
数秒に短縮した方法をご覧く
ださい。

アプリケーションのモダナイズは OSS や BSS システムに限らない
 モダナイゼーションは、顧客のためにビジネスを実行するうえで必要なすべ
てのアプリケーションで行うことができます。コンテナベースのマイクロサービ
ス・アーキテクチャへ移行することで、クラウドネイティブ開発の土台ができま
す。このアーキテクチャにより、分散型ネットワークで VM を使用するよりも
高いスケーラビリティ、信頼性、統合機能が実現します。

 また、コンテナベースのマイクロサービスは、ネットワークや顧客データの統
合ビュー、ネットワークやビジネスプロセスの自動化レベルの向上など、サービ
スや運用の効率化を実現します。コンテナベースのマイクロサービスはイノ
ベーションをサポートし、顧客の要求や要件に短時間で適応する能力を促進
します。

 手作業に時間をかけていると、チャ
ンスをつかみ損ねます。通信ネット
ワークの複雑さを大規模に管理し、ビ
ジネスの中断のリスクを低減するため
には自動化が不可欠です。 

 自動化を行えば、ネットワークとコ
ンピュートリソースをより迅速、確実、
かつ経済的に拡張できるようになりま
す。サービスプロバイダーは、Red Hat 

Ansible® Automation Platform を使
用することで、組織全体に共通の自動
化ツールセットを提供し、ビジネス機
能の大規模な自動化の複雑さを軽減
できます。 

自動化と AI

 現在のネットワークは、複数のベン
ダーのソリューションで構築されたエ
コシステムです。ネットワークからコア
まで、パートナーエコシステム全体、そ
してプライベートクラウドとパブリック
クラウド環境全体にわたる自動化を検
討する必要があります。そのために
は、現在使用しているツールやテクノ
ロジーと統合できる、強化された自動
化プラットフォームが不可欠です。 

https://www.redhat.com/ja/resources/turk-telekom-case-study
https://www.redhat.com/ja/resources/turk-telekom-case-study
https://www.redhat.com/ja/resources/turk-telekom-case-study
https://www.redhat.com/ja/resources/turk-telekom-case-study
https://www.redhat.com/ja/resources/turk-telekom-case-study
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible
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ゼロタッチ・プロビジョニング：自動化でセキュアな拡張を実現
 プロセスを確実に前進させ、一貫して実行するための自動化は、複雑なインフ
ラストラクチャとネットワークに欠かせません。ゼロタッチ・プロビジョニングに
より、ネットワーク内でエッジデバイスを自動的にプロビジョニングできるため、
システム管理者は専門的なタスクの実行に時間を使えるようになり、手動構成作
業、ダウンタイム、物理的な場所への移動時間がなくなることで、ヒューマンエ
ラーが減少します。ゼロタッチ・プロビジョニングは大規模かつ極めて迅速に実
行できます。これらはすべて、堅牢なエッジセキュリティを大規模に構築するた
めの鍵です。

 エッジでの自動化につい
て詳しくはこちらからご覧く
ださい。

自動化をネットワークエッジまで拡大する
 エッジワークロード、サービス、アプリケーションを自動化することで、顧客側
で問題が発生する前に問題を発見することができます。自動化によりセキュリティ
や応答時間が改善されるほか、エッジで収集および処理される膨大なデータを顧
客が制御できるようになります。

自動化プラットフォームでは、テスト済みおよび認証済みのコンテンツと
堅牢な管理が、効率性の向上、コストの抑制、リスクの低減を実現する
ための 2 大要件となります。
 詳しくはホワイトペーパー「通信サービスプロバイダーのための包括的
な自動化戦略」をご覧ください。

https://cloud.redhat.com/blog/telco-5g-zero-touch-provisioning-ztp
https://www.redhat.com/rhdc/managed-files/cl-automation-at-the-edge-ebook-f31714-202207-en.pdf
https://www.redhat.com/rhdc/managed-files/cl-automation-at-the-edge-ebook-f31714-202207-en.pdf
https://www.redhat.com/rhdc/managed-files/cl-automation-at-the-edge-ebook-f31714-202207-en.pdf
https://www.redhat.com/ja/resources/telco-holistic-automation-whitepaper
https://www.redhat.com/ja/resources/telco-holistic-automation-whitepaper
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AI でデータの価値を最大化する 

 サービスプロバイダーは、ユーザーエクスペリエンスを向上させながら、自動化と意思決定プロセスを進めるために AI を活
用しています。AI/ML を組み合わせることで、以下の業務を自動化できます。 

 AI は、購買の親和性、行動、アクションに基づき、消費者とビジネスの両方のユーザーパターンを特定することで、収益を高め
ることができます。ネットワークのエッジでは、AI とアナリティクスサービスが、センサー、監視デバイス、使用パターンからの膨
大なデータを処理し、中央リソースにアラートを送信するかどうかの判断をローカルで管理できるようにします。

オープンソースで AI を強化する
 AI/ML の進歩は、オープンソース・コ
ミュニティが牽引しています。Red Hat 

とそのパートナーのエコシステムは、テ
スト済みでモジュール化された柔軟な
オープンソース・アーキテクチャを提供
し、組織がこれらの強力な技術を容易
に実装できるようにしています。

 このアーキテクチャは、オープンソー
スのイノベーションと相互運用性のメ
リットと共に、エンドツーエンドの AI/

ML ソリューションに必要なコンポー
ネントと基盤を提供します。そのモ

 Turkcell が AI を活用した
イノベーションを Red Hat 

OpenShift でサポートして
いる方法をご紹介します。

ネットワーク保証機能 イベントの相関と分析 異常検出

根本原因分析 アラートの優先順位付け 

ジュール性によって、開発チームは時
間の経過とともにシステムコンポーネ
ントを入れ替えることができ、技術の
進歩に対応しながら過去の投資を保
護することができます。 

https://www.redhat.com/ja/resources/turkcell-ai-case-study
https://www.redhat.com/ja/resources/turkcell-ai-case-study
https://www.redhat.com/ja/resources/turkcell-ai-case-study
https://www.redhat.com/ja/resources/turkcell-ai-case-study
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 オープンソースソフトウェアの価値
は、コラボレーションへのコミットメン
トによって構築されたパートナーエコ
システムから生まれます。多くを共有
すれば、それだけ業界を超えたイノ
ベーションのスピードアップにつなが
ります。 

 イノベーションは、競合他社との差
別化の鍵となります。オープンソースの
ソフトウェアと方法論により、開発者
は革新的なアプリケーションとサービ
スをより速く、より低コストで作成する
ための信頼できる方法を活用できるよ
うになります。 

 革新的なソリューションを市場に投
入するためには、開発だけでなく提供

や運用においてもアジリティが求めら
れます。オープンソースソフトウェアを
使用して構築されたクラウドネイティ
ブ・アプリケーション・プラットフォー
ムにより、サービスプロバイダーはハ
イブリッドおよびマルチクラウドアー
キテクチャを最大限に活用することが
できます。オープン・プラットフォーム
は、クラウドサービスやクラウドプロ
バイダー間でデータやワークロードを
移動する際に必要な柔軟性を提供
し、一貫した体験を維持します。 

 このような適応力のある基盤を持
つオープンソースのテクノロジーと方
法論は、現在の課題と将来のチャンス
に対応するための、強力な組み合わせ
です。

コラボレーションによるイノベーション 

7  Red Hat レポート、「エンタープライズ向けオープンソースの利用状況：通信業界」、2022 年 2 月 25 日

通信業界でのオープンソー
スソフトウェア導入の 3 つのト
レンド

オープンソースは、サービス
プロバイダーのアジリティとイノ
ベーションを高めています。

サービスプロバイダーは、イノ
ベーションを阻害するプロプラ
イエタリーなネットワークソ
リューションから脱却するため
に、オープンソースソフトウェア
を使用しています。

オープンソースのツールを採
用してもセキュリティが損なわ
れることがないことを、ハード
ニングされたツールが証明して
います。 

通信を再構築するオープンソース

エンタープライズ向けオープンソースを数年前よりも高く評価するように
なった通信業界の IT リーダー。7

86%

https://www.redhat.com/ja/resources/state-of-enterprise-open-source-telco-infographic
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セキュリティはプロセスであり、製品
ではありません。セキュリティとは、相
互に連携して重要なビジネスおよび顧
客データを保護する一連の IT セキュリ
ティシステム、ソリューション、戦略を
確立することです。

セキュリティ侵害で何百万件もの顧
客データが流出したり、ネットワークが
ダウンしたりしたというようなニュース
は、どのサービスプロバイダーも避けた

いものです。一般的にサイバーセキュ
リティと呼ばれる IT セキュリティに
は、ネットワークセキュリティ、イン
ターネットセキュリティ、エンドポイン
トセキュリティ、API セキュリティ、ク
ラウドセキュリティ、アプリケーショ
ン・セキュリティ、コンテナセキュリ
ティなどが含まれます。 

エッジ、IoT (モノのインターネット) 

ハードウェア、マルチクラウドのいずれ
であっても、オープンソースを使用する
場合、サイバーセキュリティの脅威から
保護するためには一貫した構成、デプ
ロイ、監視が欠かせません。 

セキュリティ研究者や監査者を含む
オープンソース・コミュニティでソフト
ウェアを開発することで、多くの訓練
されたプロの知識と、脆弱性の追求と
対処のためのさまざまな視点を得るこ
とができます。エンタープライズおよ
び商用向けのオープンソース製品およ
びプラットフォームには、さらなる検
証、監視、および認定を行い、オープン
ソース・イノベーションの利点と、ネッ
トワークやアプリケーションに必要な
信頼できるセキュリティのバランスをと
る必要があります。 

コンテナとハイブリッドクラウド・テ
クノロジーによって、セキュリティを取
り巻く環境は以前に比べてはるかに
複雑になりました。これらのテクノロ
ジーがもたらすリスクの変化、コンプ
ライアンス要件、ツール、およびアーキ
テクチャの変更に社内のセキュリティ
チームが対応することはますます困難
になっています。境界を守ることを中
心とした従来のネットワークセキュリ
ティは、それ自体ではもはや効果的で

セキュリティファーストの考え方

8   Red Hat インフォグラフィック、「エンタープライズ向けオープンソースの利用状況：通信業界」、2022 年 2 月 25 日
9   Red Hat レポート、「エンタープライズ向けオープンソースの現状」2022 年 2 月 22 日。

エンタープライズ向けオープン
ソースはプロプライエタリー・
ソフトウェアと同じくらい、また
はそれ以上に安全であると考え
ている通信業界の IT リー
ダー。8

87%

エンタープライズ向けオープン
ソースはプロプライエタリー・
ソフトウェアと同じくらい、また
はそれ以上に安全であると考え
ている IT リーダー。9

89%

はないため、セキュリティチームのアプ
ローチには再考が必要です。

Red Hat の階層化された Security 

as code (SaC) アプローチなら、イン
フラストラクチャ、アプリケーションス
タック、およびライフサイクル全体で、
セキュリティにフォーカスしたアプ
ローチを取ることができるようになり
ます。Red Hat は、通信業界のような
厳しい商用環境での使用のために、厳
格なテスト、サポート、認証を通じて、
セキュリティに焦点を当てた強化され
たオープンソース・ソリューションを提
供します。

https://www.redhat.com/ja/resources/state-of-enterprise-open-source-telco-infographic
https://www.redhat.com/ja/enterprise-open-source-report/2022
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 Red Hat の「エンタープライズ向け
オープンソースの現状」アンケートで
は、通信サービスプロバイダーの IT 

リーダーの 80% が、ハイブリッドクラ
ウド・アーキテクチャを活用する上で
オープンソースが役立っていると回答
しています。10

 デジタル・トランスフォーメーション
の一環として、あらゆるタイプの企業
が戦略的に、あるいはシャドー IT とし
て (あるいはその両方で)、大規模な
パブリッククラウドプロバイダーを利
用してニーズを満たしています。パブ
リッククラウドプロバイダーにより、イ
ンフラストラクチャ・リソースをオンデ
マンドで、消費に応じた価格で利用で
きます。 

 トランスフォーメーション戦略にパブリッククラウドを採用する前に、リー
ダーは以下のことを確認する必要があります。 

ハイブリッドとマルチクラウドを成功させるオープンソース

10   Red Hat レポート、「エンタープライズ向けオープンソースの現状」2022 年 2 月 22 日。

アジャイルで柔軟な新しいネット
ワークシステムを構築するには、オー
プンソース・テクノロジーで構築され
た強固な基盤が必要です。オープン
ソースを利用すれば、複数のパート
ナーやベンダーの幅広い機能に素早く
アクセスし、機能豊富なアプリケー
ションやサービスを構築することがで
きます。

そのメリットは、吟味されたパート
ナーエコシステムからコンポーネント

エコシステムの重要性

パブリッククラウド・インフラストラクチャがアプリケーションや
サービスの要件を満たすかどうか。

ストレージ、ネットワーク、その他のサービスを追加した後、パブ
リッククラウドサービスからコストとアジリティのメリットを実際に享
受できるかどうか。

ネットワークインフラストラクチャなどの戦略的資産をパブリックク
ラウド環境に移行すべきかどうか。

仲介者の排除に伴う競争リスクを管理し、最小限に抑えることがで
きるかどうか。

DevOps の手法でよりアジャイルな運用と文化を促進し、顧客によ
り多くの価値を提供するために、ハイパースケーラーのサービスの利用
を最適化できるかどうか。

 テクノロジーもビジネス要件も変化します。競争力を高め、収益性を向上させ、
高まる顧客の期待に応えるためには、オープンなハイブリッドまたはマルチクラウ
ド・アーキテクチャの一部としてパブリッククラウド・サービスを使用するための
持続可能な戦略が必要です。

やサービスを見つけられることから得
られます。また、必要なコンポーネント
を作るのではなく、パートナーとの協
業によるライセンスの活用により、研究
開発費を削減することもできます。

Red Hat の通信エコシステムは、
パートナーと信頼されるオープンソー
ス・コミュニティを結集して、革新的で
検証済みの通信業界向け統合ソリュー
ションを提供します。パートナーシップ
およびマルチベンダー・ソリューション

は、デジタルサービスの迅速で柔軟な
開発および提供にとって不可欠です。
Red Hat は、業界のリーダーやイノ
ベーターとのコラボレーションを通じ
て、ビジネス変革に必要な信頼性の高
い、標準ベースのソフトウェア基盤と
認定パートナーエコシステムを提供し
ます。

https://www.redhat.com/ja/enterprise-open-source-report/2022


オープンかつ認証されたエコ
システムを活用して、デジタル
世界で成功するためのイノ
ベーションを起こしましょう。 

 e ブックを入手する

1811  「オープンソースで優れたテクノロジーを創り出す」、Red Hat、2022 年 10 月にアクセス。

Red Hat にできること

 Red Hat は、25 年以上にわたってオープンソースソフトウェア開発においてリー
ダー的役割を担ってきました。世界中のデジタルサービスプロバイダーが、オープ
ン・トランスフォーメーションの取り組みにおいて Red Hat と提携している理由は
そこにあります。11

Red Hat のこれまでの取り組み 

オープンソース・コミュニティを舵取り
し、サービスプロバイダーを代表して要
件に対応し、開発されたソリューション
が最大のビジネス価値を提供できるよ
うに取り組む。

オープンソースコードを集約し、オー
プンソース・コミュニティから生まれる
ソリューションが開発者にとって使い
やすいものにする。 

統合、テスト、コンプライアンスに対
応する。

ハードウェアやソフトウェアのパート
ナーと協力して最新のイノベーション
を活用することで、破壊的創造者が自
信を持って新しい機会を取り込めるよ
うにする。 

お客様がアジャイルな DevOps 手
法を採用するために必要な行動、コラ
ボレーション、オープンプラクティスに
関するアドバイスや指導を行う。

Red Hat を活用すれば、エコシステムのパートナーは、顧客がどこにでも導入で
きるソリューションを一度開発するだけで、一貫した体験を提供することができま
す。Red Hat とエコシステムのパートナーは、可搬性、選択肢、サポートの提供、セ
キュリティへのフォーカスを実現したプラットフォーム上でソリューションを提供す
るために協力し合っています。

オープンソースにおける Red Hat の役割

https://www.redhat.com/ja/resources/innovate-for-digital-success-telco-e-book
https://www.redhat.com/ja/about/open-source
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ネットワークをモダナイズするに
は、ワークロードとサービスをコアネッ
トワーク (データセンター内) からネッ
トワークエッジ、つまり各拠点やセン
トラルオフィスの周辺に移動させる必
要があります。それによりレイテン
シーの短縮と帯域幅の向上が実現
し、利用者にサービスをより効率的に
配信できます。 

Red Hat のオープン・ハイブリッド
クラウド・ソリューションは、オープン
ソースで標準に基づいており、安定か
つ互換運用性を備えた基盤を提供し
ます。 

こ の ソ リ ュ ー シ ョ ン は 、
Kubernetes、O penS hif t  O r ig in 

Community Distribution (OKD)、
OpenStack、カーネルベースの仮想マ
シン (KVM)、データプレーン開発キッ
ト  (DPDK ) プロジェクトに対する 

Red Hat の優れた貢献の結果です。

Red Hat はこれらのコアプロジェク
トへの主要なコントリビューターであ
り12、それにより業界の方向性を洞察
し、将来のトレンドについて通信会社
に情報を提供することが可能となって
います。 

12   Stackalytics と The Linux Foundation、「Commits by company」。Red Hat のソフトウェアへの貢献の一覧は、Red Hat のオープンソース・プログ
ラムオフィスもご覧ください。

Red Hat の製品とソリューション

Red Hat は、オープンソース・コミュ
ニティと協力し、通信業界のお客様の
ニーズに対応できるよう取り組んでい
ます。例えば、DPDK、シングルルート 

I/O 仮想化 (SR-IOV) 、仮想データパ
スアクセラレーション (vDPA)、ハード
ウェア・アクセラレーションへの対応な
どが挙げられます。

https://www.redhat.com/ja/about/open-source-program-office/contributions
https://www.redhat.com/ja/about/open-source-program-office/contributions
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Red Hat Enterprise Linux® は、
Red Hat OpenShif t と  Red Hat 

OpenStack® Platform の基盤である
ため、Red Hat Enterprise Linux のセ
キュリティ機能、信頼性、パフォーマン
ス、エコシステム、その他のベネフィッ
トがスタック全体に適用されます。そ
の結果、ワークロードは、形態 (VNF、
CNF) やインフラストラクチャ (データ
センター、プライベートクラウド、パブ
リッククラウド) に関係なく、同じよう
に動作します。 

Red Hat Ans ib le Automation 

Platform は、組織全体の自動化を構
築および運用するための基盤です。こ
のプラットフォームには、エンタープ
ライズ全体で自動化を導入するため
に必要なすべてのツールが含まれてい
ます。 

OpenStack は NFV インフラストラ
クチャの管理に広く利用されており、
Red Hat OpenStack Platform は商
用 OpenStack ディストリビューション
の代表格です。

Kubernetes はコンテナ環境を管理
するインフラストラクチャ・テクノロ
ジーとして主流であり、R e d  H a t 

OpenShift Container Platform は商
用 Kubernetes プラットフォームの代
表格です。

Red Hat Gluster® Storage は、
バックアップやアーカイブなどの汎用
的なワークロードを扱うために設計さ
れたソフトウェア・デファインド・スト
レージ (SDS) プラットフォームで、ベ
アメタル、仮想、コンテナ、クラウド環
境にデプロイすることが可能です。

Red Hat Integration は、通信企業が独
自のクラウドネイティブ・アプリケーション
を開発し、よりセキュリティに重点を置い
た自動化された継続的インテグレーショ
ン (CI) および継続的開発パイプラインを
導入して本番稼動させるためのメッセージ
ング、API セキュリティと管理、およびラン
タイムソリューションを提供します。

Red Hat Device Edge は、Kubernetes の機能をエッジロケーションに拡張
し、IoT ゲートウェイやドローンなど、小型でリソースに制約のあるデバイスの
ユースケースに焦点を当てます。Red Hat Device Edge は、Red Hat Enterprise 

Linux のエッジ機能を利用して構築されています。また、Red Hat OpenShift か
ら派生した低フットプリントの Kubernetes ディストリビューションである 

MicroShift のエンタープライズサポートを備えています。

Red Hat 製品の詳細 

https://www.redhat.com/ja/technologies/linux-platforms/enterprise-linux
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible
https://www.redhat.com/ja/technologies/linux-platforms/openstack-platform#:~:text=Red%20Hat%C2%AE%20OpenStack%C2%AE,need%E2%80%94when%20they%20need%20it.
https://www.redhat.com/ja/technologies/linux-platforms/openstack-platform
https://www.redhat.com/ja/topics/containers/what-is-kubernetes
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift
https://www.redhat.com/ja/technologies/storage/gluster
https://www.redhat.com/ja/products/integration
https://www.redhat.com/ja/about/press-releases/red-hat-introduces-lightweight-kubernetes-solution-power-next-evolution-open-edge-computing


今すぐ始めましょう  

 Red Hat にお問い合わせください。モダナイゼーション戦略の迅速化をお手
伝いいたします。 
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組織全体のモダナイゼーションは、
スイッチを入れれば始まるようなもの
ではありません。Red Hat は、モダナ
イゼーションを To-Do リストの 1 項
目ではなく、スローガンのようなもの
にできるよう、全体像を把握した上で
必要な段階的ステップを踏んでいく
ための支援となるサービスとトレーニ
ングを提供しています。 

Red Hat サービスと Red Hat サ
ポートは、Red Hat への投資を最大
限に活用できるよう支援します。Red 

Hat のソフトウェアへの投資だけでな
く、オープンソースによって競争上の
優位性を得るための投資も最大化で

きます。Red Hat は、お客様がオープ
ンソースへの取り組みを開始し、加速
し、拡大するために必要なリソースを
提供できます。Red Hat コンサルティ
ング・サービスの準備状況診断ツール
をご利用ください。

Red Hat トレーニングと認定で
は、技術トレンドの先を行くための実
践的なトレーニングにアクセスでき、
従業員がサービスやアプリケーション
を市場に投入するために必要な知識
を得ることができます。通信業界向け
の Red Hat トレーニングと認定コー
スのカタログはこちらからダウンロー
ドできます。

© 2023 Red Hat, Inc. Red Hat、Red Hat ロゴ、Gluster、Ansible、および OpenShift は、米国およびその他の国におけ
る Red Hat, Inc. またはその子会社の商標または登録商標です。Linux® は、米国およびその他の国における Linus 
Torvalds 氏の登録商標です。 

OpenStack® ワードマークと Square O Design は個別に、または一体として米国とその他の国における OpenStack 
Foundation の商標または登録商標であり、OpenStack Foundation の許諾の下に使用されています。Red Hat は、
OpenStack Foundation と OpenStack コミュニティのいずれにも所属しておらず、公認や出資も受けていません。

Red Hat について
エンタープライズ・オープンソース・ソフトウェア・ソリューションのプロバイダーとして世界をリー
ドする Red Hat は、コミュニティとの協業により高い信頼性と性能を備える Linux、ハイブリッド
クラウド、コンテナ、および Kubernetes テクノロジーを提供しています。Red Hat は、新規および
既存 IT アプリケーションの統合、クラウドネイティブ・アプリケーションの開発、Red Hat が提供
する業界トップレベルのオペレーティングシステムへの標準化、複雑な環境の自動化、セキュリ
ティ保護、運用管理を支援します。受賞歴のあるサポート、トレーニング、コンサルティングサービ
スを提供する Red Hat は、フォーチュン 500 企業に信頼されるアドバイザーです。クラウドプロバ
イダー、システムインテグレーター、アプリケーションベンダー、お客様、オープンソース・コミュニ
ティの戦略的パートナーとして、Red Hat はデジタル化が進む将来に備える企業を支援します。

小さく始めて大きく考える 

https://www.redhat.com/ja/contact
https://www.redhat.com/ja/services
https://www.redhat.com/ja/services
https://www.redhat.com/ja/solutions/ready-to-accelerate-assessment
https://www.redhat.com/ja/solutions/ready-to-accelerate-assessment
https://www.redhat.com/ja/solutions/ready-to-accelerate-assessment
https://www.redhat.com/ja/services/training-and-certification
https://www.redhat.com/rhdc/managed-files/ve-training-and-certification-telco-ebook-f31777-202209-en.pdf
https://www.redhat.com/rhdc/managed-files/ve-training-and-certification-telco-ebook-f31777-202209-en.pdf
https://www.redhat.com/rhdc/managed-files/ve-training-and-certification-telco-ebook-f31777-202209-en.pdf
https://www.redhat.com/rhdc/managed-files/ve-training-and-certification-telco-ebook-f31777-202209-en.pdf

